
・安全の大前提と安全目標
・安全とリスクの定義
・安全における役割と責任
・建設分野における基礎安全学

①基礎安全学
・安全は価値だ
・ヒューマンエラーと教育
・マネジメントシステムとリスクアセスメント
・建設分野における経営安全学

②経営安全学

・安全の社会制度
・安全と責任
・事故調査の機構・制度
・建設分野における社会安全学

③社会安全学
・リスクアセスメントの考え方
・リスク低減とスリーステップメソッド
・残留リスクの管理
・建設分野における構築安全学

④構築安全学

eラーニングで建設安全を学び、Ｗebで試験 時間･場所を選ばず、
理解･知識習得ができ、試験を受験できます　

建設関係者として
必須の「安全」に関する
知識保有と理解を認証

＋

「安全四学」
「安全学」の第一人者である向殿 政男先生

（明治大学 名誉教授（工学博士））

「建設安全」
「労働安全・建設安全」に関するエキスパート

職務に応じた３つの資格区分

建設セーフティエグゼクティブ（SE-C）
工事の発注に関わる
組織の幹部

建設セーフティマネージャ（SM-C）
工事の発注に関わる
組織の責任者・管理者 ─

工事を請負う店社の
経営幹部・責任者・管理者

工事（現場作業）管理組織の
責任者・管理者

工事（現場作業）管理に関わる
実務担当者

建設セーフティスタッフ（SS-C）

資
格
対
象
者

資
格

建設安全分野

建設工事においては、発注者、元請事業者及び関係請負人など
多くのステークホルダーの安全確保が重要課題です

資格取得のメリット資格取得のメリット
災害の発生を未然に防ぎ、安全だけでなく生産性の向上にも寄与します

2024年度版

【要員認証制度のご案内】

建設セーフティオフィサ資格
資格制度制定 運　営

eラーニング講師陣
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サーベイランスと資格更新について

安全四学
セーフティエグゼクティブ資格

（SE-C）
セーフティマネージャ資格

（SM-C）
セーフティスタッフ資格

（SS-C）
受講科目数 受講時間 受講科目数 受講時間 受講科目数 受講時間

基礎安全学 16 1時間46分 18 2時間01分 13 1時間28分
経営安全学 19 1時間49分 12 1時間10分 6 39分
社会安全学 10 1時間00分 11 1時間12分 7 50分
構築安全学 19 2時間23分 25 2時間55分 23 2時間42分

合計 64 6時間58分 66 7時間18分 49 5時間39分
※受講科目数及び受講時間は変更する場合があります。なお、1 科目の受講時間は 5 〜 10 分程度です。

Web 試験時間 1 時間以内（各資格共通）

申込受付
Web試験の3カ月前末日

Web試験の3カ月前末日が申込締切です。 
（6月の試験であれば3月31日が締切です。）

eラーニング受講期間
申込締切の

翌々月1日から1カ月間

申込を締め切った翌々月1日から末日までの
1カ月間が、eラーニングの受講期間となり
ます。

（6月の試験であれば5月1日から31日までの1カ
月間が eラーニングの受講期間です。）

受験期間
eラーニング受講終了の

翌日から7日間

eラーニング受講終了翌日の1日から7日ま
での7日間の間に、1時間の時間を確保し受
験してください。受験期間/試験時間は全資
格とも同じです。（6月の試験であれば6月1日か
ら7日までが受験期間です。）

試験結果の連絡
受験月の月末

試験結果は、受験月の月末に、日本認証ホー
ムページ上に掲載いたします。

試験結果書類の送付
受験月の翌々月

試験結果者、合格の場合は要員力量認証証
明書、認証カードを受験月の翌々月に送付し
ます。

■サーベイランス
資格制度の一環として有資格者は、資格取得の翌々年度から年1回
6月にサーベイランスを実施します。
サーベイランスは、所定のビデオを視聴した上でレポートの提出が必
要となります。

■資格更新（再認証）手続き
資格取得後4年毎（取得日の翌年度を起点にした4年後）に更新手続
きが必要です。

■申込方法
1） �個人申込（4名以下） 

日本認証ホームページトップ画面、右上の 
「申込マイページヘログイン」より申込む

2）�団体一括申込（5名以上） 
受験申込書（一括）を使用して、eメールで申込む

申込方法の詳細は日本認証ホームページを参照願います。
HOME > 資格認証試験 > セーフティオフィサ> 受講申込と結果通知までの流れ
https://www.japan-certification.com/certifying-examination/contact/

■合格発表
＊ �受験月の月末に日本認証のホームページ上に受験番号で発表します。
＊ �受験月の翌々月に、結果通知書を個人宛に、団体申込の場合は申込

責任者宛てに送付します。
＊ �合格の場合は要員力量認証証明書、認証カードも送付します。

申込と受講・受験日程について

■受講・受験費用
各資格 （SE-C、SM-C、SS-C）共通� 受講+受験料 （円・税込）／受験者1人

内容 団体（5名以上） 個人

eラーニング受講+ 
Web試験+認証カード 22,000円 24,200円

※�団体（5名以上）申込の場合、セーフティグローバル推進機構（IGSAP）の法人会員は1人につ
き下記の金額が適用されます。

※IGSAP法人正会員:17,600円　　※IGSAP法人賛助会員：19,800円

■再認証（更新）費用�  （円・税込）

各資格共通 再認証費用/1人当たり/4年 13,200円

費用について

本資格は、（一社）セーフティグローバル推進機構（IGSAP）が資格認証
基準を制度化し、日本認証株式会社（JC）が運営しています。

受講科目数、受講時間、試験時間について

セーフティアソシエイツ協議会へ参画（SA協議会）
安全知識・能力の更なるレベルＵＰ機会と、

資格者間の情報交換が行えます。

【主催：セーフティグローバル推進機構】
https://conference.institute-gsafety.com/
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